
「正多⾓形に外接する円がある」というところはわざと話をややこしくしています。 

おうぎ形で考えれば良いことをカモフラージュしてみました。 

 

（１） 辺BC は半径１２ｃｍ、中⼼⾓３０°のおうぎ形の弧よりも短いので 

ＢＣ＜１２×２×３．１４×３０÷３６０＝６．２８＜６．３ 

以上の計算より、ＢＣの⻑さは６．３ｃｍよりも短い。 

 

（２） 三⾓形ＡＢＣの⾯積は 

１２×６÷２＝３６（㎠） 

なので、辺ＢＣを底辺とした時の⾼さは 

３６×２÷６．２８（ｃｍ）…① 

よりも⻑い。 

よって辺ＢＣは①を半径とする中⼼⾓３０°のおおぎ形の弧の⻑さより⻑い。 

３６×２÷６．２８×２×３．１４×３０÷３６０＝６（ｃｍ） 

より 

辺ＢＣは６ｃｍよりも⻑い…（答） 

 

※三⾓形ＡＢＣの底辺を辺ＡＢとしたときの⾼さが６ｃｍなので、辺ＢＣが６ｃｍよりも⻑いのは明

⽩なので、少し残念な結果となってしまいました。 

作問に⼯夫の余地があったかもしれませんね。 

 

       ★今週の問題★    平面図形の証明    ～解説～ 


